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１．人口・世帯数動向

人　　数 前年同月比 前　月　比 世　帯　数 前年同月比 前　月　比

中 心 部 10,114 -0.75 0.32 4,082 0.22 0.31

東 部 地 区 14,330 -0.31 -0.15 5,548 0.92 -0.16

西 部 地 区 10,774 -0.04 -0.03 3,941 1.91 -0.12

駅 南 地 区 6,450 1.17 0.21 2,631 1.89 0.22

半 田 地 区 3,559 2.29 0.33 1,299 4.58 0.93

横 山 地 区 5,680 0.19 0.08 1,842 0.87 -0.05

茨 目 ・ 田 尻 地 区 6,894 -0.56 -0.26 2,294 -0.77 -0.39

荒 浜 地 区 5,250 -0.79 -0.05 2,012 0.85 0.29

そ の 他 地 区 21,682 -1.77 -0.26 7,192 -0.85 -0.18

西 山 町 地 区 6,533 -2.17 -0.21 2,151 -1.05 0.00

高 柳 町 地 区 2,070 -4.69 -0.09 852 -2.51 -0.11

柏 崎 市 計 93,336 -0.72 -0.06 33,844 0.43 0.00

刈 羽 村 4,986 -0.45 0.04 1,515 0.79 0.19

小 国 地 区 （ 長 岡 市 ） 6,648 -1.51 -0.18 2,153 0.04 0.13

出 雲 崎 町 5,375 -1.70 0.03 1,825 -0.49 0.10

合        計 110,345 -0.80 -0.05 39,337 0.38 0.01

２．労働需給状況

柏  崎 県 柏  崎 県

月 間 有 効 求 人 1,215 -3.72 -0.73

月 間 有 効 求 職 者 1,134 -7.80 3.75

月 間 有 効 求 人 倍 率 1.07 1.04 0.04* -0.07* -0.05* 0.04*

*印は差し引き計算

  景気の同時指標である柏崎職業安定所管内の労働需給状況は、有効求人・求職状況（パートを除く常用）
では月間有効求人数が１，２１５人と前年同月比で４７人、３．７２％の減少、前月比でも９人、０.７
３％と減少している。
　一方、月間有効求職者数は１，１３４人と前年同月比で９６人、７.８０％の減少となったものの、前月
比では４１人、３.７５％の増加となっている。
　以上の結果、月間有効求人倍率は１．０７倍と前年同月比で０．０４ポイント上回り、前月比では０．０
５ポイント下回っている。なお、県平均１．０４倍に対しては０．０３ポイン上回った。
　また、新規求人・求職状況（パートを除く常用）は、月間新規求人数が４３１人と前年同月比で１０３
人、１９．２９％の大幅な減少、月間新規求職者数も３４１人と前年同月比で７人、２．０１％と減少した
結果、月間新規求人倍率は１．２６倍と前年同月１．５３倍を０．２７ポイント下回っている。

柏崎職安
前  月  比

（資料出所 ： 柏崎公共職業安定所）

【単位 ：　人、世帯、％】

　地域全体の人口動向は、前年同月比では引き続き全ての市町村・地区で下回り、全体で８９９人、０．８
０％の減少となっている。なお、市町村・地区別では柏崎市が６８１人、０．７２％、刈羽村が２３人、
０．４５％、小国地区（長岡市）が１０２人、１．５１％、出雲崎町が９３人、１．７０％とそれぞれ減少
している。
　また、前月比においても、柏崎市が５７人、０．０６％、小国町が１２人、０．１８％と減少しているこ
とから、全体では６５人、０．０５％の減少となっている。
　一方、世帯数は前年同月比で柏崎市が１４８世帯、０．４３％、刈羽村が１２世帯、０．７９％、小国町
が１世帯、０．０４％と増加したことから、全体では１５２世帯、０．３８％の増加となった。
　また、前月比においても、刈羽村が３世帯、０．１９％、小国町が３世帯、０．１３％、出雲崎町が２世
帯、０．１０％と増加したため、全体では７世帯、０．０１％の増加となっている。

地　　区　　別

（資料出所 ： 柏崎市、各町村）

人　　　　　口 世　　　　帯

前年同月比

【単位 ：　人、倍、％】

新潟県



３．建築確認申請

件　数 前年同月比 前　月　比 件　数 前年同月比

一 般 住 宅 （ 併 用 ） 45 17 45 138 -85

共 同 住 宅 0 -1 0 7 2

事 務 所 1 1 1 4 2

作 業 所 ・ 工 場 3 -2 3 13 -4

営 業 建 物 1 0 1 14 -2

公 共 建 物 0 0 0 1 -4

そ の 他 14 8 14 55 -24

合       計 64 23 64 232 -115

４．電力使用量

口　数 前年同月比 前　月　比 使　用　量 前年同月比 前　月　比

電 灯 65,092 0.56 1.07 18,074 -2.99 1.91

電 力 11,781 -4.87 -2.09 51,119 -4.01 5.43

電灯は、家庭・道路照明・一般器機等に１００Vの電源。　　　　　
電力は、工場・スーパー・モーター動力等主に２００Vの電源。

５．ガス供給量・水道給水量

供　給　量 前年同月比 前　月　比 給　水　量 前年同月比 前　月　比

家 庭 用 631,364 -16.95 71.30 622,919 -24.76 174.77

営 業 用 208,082 4.65 14.40 108,824 -30.27 110.15

工 場 用 663,339 24.27 2.64 153,596 -6.72 112.08

官 公 学 校 用 359,399 10.03 -9.41 77,701 -27.55 49.42

そ の 他 43 -90.61 0.00

合       計 1,862,184 2.34 16.86 963,083 -23.34 139.03

平成19年9月の累計

　建築確認申請の状況は、「中越沖地震」からの復旧による影響もあり、当月申請合計が前年同月比で２３
件の増加、前月比では前月が申請受付を行なわなかったことから当月申請分の６４件が増加となっている。
工種別内訳の主な増減をみると、前年同月比では一般住宅（併用）で１７件と大幅に増加している。
　なお、工種全体の申請内容は、新築が２３件、増築が２１件、改築が２０件となっており、一般住宅（併
用）における市内・市外施工業者別確認件数については、市内施工業者が２２件（うち新築１１件、増築４
件、改築７件）、市外施工業者が２３件（うち新築６件、増築９件、改築８件）となった。

　柏崎地域のガス供給量は、「中越沖地震」の復旧による回復から、用途全体では前年同月比で４２，６７
７㎥、２．３４％の増加、前月比でも２６８，７６５㎥、１６．８６％と大幅な増加となった。用途別内訳
を見ると、前年同月比では家庭用を除き増加となっており、前月比も官公学校用を除き増加している。
　一方、水道給水量は「中越沖地震」の影響が若干残ってるため、用途全体では前年同月比で２９３，２９
５㎥、２３．３４％の減少となっているものの、前月比では５６０，１７７㎥、１３９．０３％と大幅に増
加し回復傾向にある。用途別内訳においても同様に、前年同月比は全ての用途で減少し、前月比では全ての
用途で大幅な増加となっている。

【単位 ： 　件】

（資料出所 ： 東北電力㈱柏崎営業所）

（資料出所：　柏崎市）

（資料出所 ： 柏崎市ガス水道局）

  契約口数は、電灯が前年同月比で３６８口、０．５６％の増加、前月比でも６９１口、１．０７％の増加
となった。一方、電力では前年同月比で６０４口、４．８７％の減少、前月比でも２５２口、２．０９％の
減少となっている。
　使用量においては、電灯が前年同月比で５５８千kwh、２．９９％の減少となったものの、前月比では３
４０千kwh、１．９１％と増加している。一方、電力においても前年同月比で２，１３８千kwh、４．０１％
の減少となったが、前月比では２，６３７千kwh、５．４３％と増加している。

水　道　給　水　量ガ　ス　供　給　量

使　用　量

【単位 ： 　口、千kwh、％】

契　約　口　数

【単位 ：　㎥、％】

当　月　の　申　請



６．北陸自動車道利用状況

台　数 前年同月比 前　月　比 台　数 前年同月比 前　月　比

柏 崎 86,956 11.19 -27.62 87,950 7.54 -8.69

西 山 51,387 20.84 -45.25 46,948 20.94 -51.19

米 山 26,522 14.38 -60.69 25,395 21.16 -65.39

合 計 164,865 14.55 -41.43 160,293 13.23 -39.71

７．市内民間金融機関預金・貸出金残高

残　高 前年同月比 前　月　比 残　高 前年同月比 前　月　比

末 残 341,284 4.22 1.12 140,368 0.41 2.03

平 残 337,987 3.66 0.98 137,086 1.27 0.52

８．市内手形交換高

枚数/金額 前年同月比 前  月  比

交 換 枚 数 4,693 -11.21 -13.47

交 換 金 額 3,293 -11.54 -19.01

不 渡 り 手 形 枚 数 0 -100.00 0.00

不 渡 り 手 形 金 額 0 -100.00 0.00

入　     口 出　     口

　柏崎市内の手形交換高は、当月末日の休日要因から、交換枚数が前年同月比で５９３枚、１１．２１％、
前月比でも７３１枚、１３．４７％と大幅に減少している。また、交換金額においても前年同月比で４３０
百万円、１１．５４％、前月比でも７７３百万円、１９．０１％の減少となった。なお、不渡手形は５カ月
連続で発生しておらず、前年同月比で２２件、２３百万円の減少となっている。
　当月の法的整理（負債１，０００万円以上）による県内企業倒産は０件（前年同月５件、前月８件）、負
債総額０億円（同７８億円、同４８億円）、１件当たりの負債額０億円（同１５億円、同６億円）と、当月
は発生していない。
　平成１９年度上半期（４月～９月）における県内企業倒産は件数で３２件、負債総額で４３０億円となっ
ており、前年同期比では１０件、２６８億円の大幅な増加となっている。また、大型倒産（負債総額１０億
円以上）も１０件、４０１億円発生し、前年同期比で６件、２８１億円と増加している。
　上半期における県内倒産は、地区別では下越地区２０件、中越地区５件、上越地区７件となっており、業
種別では建設業５件、製造業７件、販売業１２件、サービス業・その他８件で、倒産原因別の状況は販売不
振２６件、業界不振１件、経営計画の失敗１件、連鎖倒産１件、その他３件となっている。
　以上のように、倒産の件数及び負債総額は前年同期を大幅に上回っており、今後も地方経済は本格回復に
至っていないという現状を踏まえると、小規模業者の経営環境は楽観できる状況にはなく、今後の倒産件数
も高水準で推移していく懸念が感じられる。

（資料出所 ： 柏崎手形交換所）

（資料出所 ： 道路公団金沢管理局上越管理事務所）

預　      金 貸　出　金

  柏崎地域の物流指標となる高速道路出入口の交通量は、「中越沖地震」の影響もなくなり、入口が全体で
は前年同月比で２０，９５２台、１４．５５％の増加となったものの、前月比では１１６，６２０台、４
１．４３％の大幅な減少となっている。
　一方、出口においても、全体では前年同月比で１８，７３８台、１３．２３％の増加、前月比では１０
５，６１５台、３９．７１％の大幅な減少となった。
　インター別の内訳を見ると、前年同月比では全てのインターの出入口で増加しており、反面、前月比では
全てのインターの出入口で減少となっている。

  預金は、末残が前年同月比で１３，８２７百万円、４．２２％の増加、前月比でも３，７８１百万円、
１．１２％の増加となった。また、平残も前年同月比で１１，９３９百万円、３．６６％の増加、前月比で
も３，３１２百万円、０．９８％の増加となり、末残・平残ともに堅調な推移を示している。。
　一方、貸出金においても、末残が前年同月比で５７５百万円、０．４１％の増加、前月比でも２，７９５
百万円、２．０３％の増加となり、平残も前年同月比で１，７３１百万円、１．２７％の増加、前月比でも
７１４百万円、０．５２％と増加している。

【単位 ：　百万円、％】

【単位 ：　枚、百万円、％】

【単位 ：　台、％】


